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G30�for�everyone�他　英語環境

三小田　博　昭

（１）研究の背景

　平成16年に名古屋大学が国立法人となったのを契機
に、名古屋大学総長を中心とする大学執行部体制が重要
な役割を担うようになった。当然ながら附属学校も大学
の意志決定のもと大学法人附属としての学校として運営
がなされるようになった。名古屋大学の理念である「勇
気ある知識人」や濱口道成名古屋大学第13代総長の時の
スローガン「名古屋大学からNagoya Universityへ」と
いう方針を本校に組み入れた。濱口道成前名古屋大学総
長の時に、名古屋大学が附属学校に課しているミッショ
ンの１つに「附属学校の国際化」がある。具体的には、

「附属学校の充実」として①教育学部附属学校協議会に
よるマネジメントの強化②中高大連携による教育の充実
③海外高校生受入体制の構築と整備である。これは名古
屋大学のホームページで常に見ることができる（http://
www.nagoya-u.ac.jp/2012website/about-nu/images/
hamaguchi_plan/ver2013.pdf）。これを契機に、本校に
は海外から非常に多くの高校生や研究者が訪問すること
となった。
　以下はSGH研究指定が開始した2015年度から2019年度
までの留学生（短期・長期）受け入れ人数の推移と海外
研究者／海外高校生引率教員受け入れ人数の推移であ
る。
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　また、「名古屋大学からNagoya Universityへ」という
スローガンをもとに、本校は国際バカロレアの趣旨を踏
まえた教育の推進に関する調査研究（H24 ～ H26）に取
り組み、中等教育でのIBDPの充実と大学への接続問題
について研究と提言を「国際バカロレアの趣旨を踏まえ
た教育の推進に関する調査研究報告書」の中で行った。
　「名古屋大学第13代総長の平成27年度から松尾清一名
古屋大学第14代総長へと引き継がれた。松尾清一総長は

「名古屋大学松尾イニシアティブ　NU MIRAI 2020」を
制定し、その中でも附属学校は大学のミッションに中に
重要項目の１つとして明記された。「国立大学の附属学
校としての機能の点検と推進、大学の発展への活用」で
ある。附属学校に課せられた取組は①高大の接続の推
進、個別選抜方法への改革と取組②先進的な中等教育プ
ログラムの推進、長短期の留学生受入れ数拡大による中
等教育のグローバル化の推進である。」

（２）名古屋大学と一体化した英語によるコミュ
ニケーション能力向上プログラム

　本校SGHでは、ものごとの本質を地球規模で捉え、自
分の力で探究し続ける勇気と判断力のある人間であり、
本校はこれを魅力的なグローバル・リーダー像（本校で
は「自立した学習者」と呼ぶ）定義した。英語によるコ
ミュニケーション能力を向上させることは、「自立した
学習者」のとって欠かすことのできない力である。その
ために、本校では、次に示す５つのステージを名古屋大
学と一体となって実践している。

《レベル１　G30 for everyone》
　名古屋大学が実施しているEnglish and JapaneseTraining 
Programsである。「Studium Generale」というネーミン

名古屋大学教育学部附属中・高等学校紀要　第65集（2020）



－ 170 －

G30 for everyone 他　英語環境

グで春と秋の２回行われる。この中の「大学院講義の英
語化に向けた英語力アップ講義-英語による模擬講義体
験-」に現在、本校生徒が参加し、院生・学生・大学職
員とともに異年齢集団の中で、英語力アップに努めてい
る。
　規定数以上の講義に参加することで修了証が名古屋大
学から発行される。

Ｇ３０

ＮＵＰＡＣＥ

Weekend TOEFUL

ALE

G30 for everyone

《レベル２　ALE（Active Learning in English）》
　名古屋大学留学生がリレー形式で講義を担当し、２時
間連続の全10回シリーズで行われる。講義はすべて英語
で行われ、ディスカッションやワークショップもすべて
英語である。講義前には１時間チェックインとして、多
くの名古屋大学留学生と一緒に、「英語の頭」を作る。
講義後は、フォローアップとして、講義の復習を、TA
と一緒に行う。TAは講義中も教室で生徒の手助けをす
る。

《レベル３　Weekend TOEFL》
　留学を希望している大学生を対象に行っている
TOEFL講座である。この講座は週末に行われ、本校生
徒も大学生に交じり受講している。この講座に参加する
ためには、レベルチェック（スピーキング）を受ける必
要があり、附属校生については、本レベルチェックの結
果の上位２名までが受講することができる。

《レベル４　NUPACE（Nagoya University Program for 
Academic Exchange）》
　名古屋大学は、学内で学ぶ短期留学生のために、各研
究科、研究所、センター単位で、英語による授業群を開
設している。これらの中から、高校生に適し、かつ受講
が認められるものを選択し、高校生が受講できるように
している。

《レベル５　G30 NU-EMI》
　名古屋大学には、G30による学部プログラム（自動車
工学、生物系、科学系、物理系、国際社会科学、アジア
の中の日本文化）と大学院プログラム（博士前期：自動

車プログラム、土木系、物理数理系、化学系、生物系、
経済ビジネス国際、比較言語文化、アジアの中の日本文
化。博士後期：物理数理系、化学系、生物系、医学系、
土木系）が存在し、すべて英語で授業が行われている。
またこれには、一般教育科目arts & scienceと日本人学
生が英語で受講できる科目も開設されている。これらの
内、高校生の受講に適し、かつ受講が認められるものを
選択し、高校生に受講させている。言うまでもなく、こ
れらの講義レベルは非常に高いため、すべての高校生が
参加する訳ではない。名古屋大学国際プログラムへ参加
できる生徒は、英語運用能力だけではなく、コミュニ
ケーション能力や英語で思考することができる生徒に限
られている。しかしながら毎年数名の高校生が大学生に
交じりこれらの講義を受講している。
　NU-EMIは、2018年度から名古屋大学G30プログラム
が日本人大学生を対象に開校している講座である。この
特徴は、Tutoring とStudy Groupの実施、それに講義ビデ
オの視聴ができるという点である。2019年度は２名の附属
高校生が参加した。参加した授業は、A multicultural 
Approach to Contemporary IssueとCalculusⅠである。
大学で行われる５限目（16:30-18:00）までの授業であ
る。参加高校生たちは15:30には、附属学校を出発でき
るのでこれらの授業には余裕を持って参加することがで
きる。大学キャンパス内に附属括弧があるために可能な
ことである。

（３）レベル１　G30�for�everyone

　上記５つのステージのうちで、本校生徒が数多く受講
しているものがG30 for everyoneである。この講義は、
附属高校生を始め、名古屋大学学生、名古屋大学教職員
が参加することができる。内容は、大学で行われている
英語の講義がどのようなものであるかを、様々な分野に
おいて、大学教員（ネイティブ、非ネイティブ、日本
人）が分かりやすく英語で講義するものである。扱われ
るトピックは、心理学系、コンピュータ系、社会科学
系、理数系と多岐にわたる。全14回行われるが、７回以
上参加した場合は修了証書が参加者に発行される。講義
時間は２時間である。講義自体は、講座によって教員が
変わるアラカルト方式のものである。名古屋大学構内で
行われるため、キャンパス内にある本校生徒は、通常授
業や部活動が終わった後で参加することができる。年２
回、 春 と 秋 に 開 催 さ れ る。2019年 度、Spring G30 for 
everyoneに本校生徒は78名が参加、Fall G30 for everyone
には49名の高校生が参加した。SpringとFallの両方に参加
する生徒もいる。左が案内ポスターの一部、右が講義内
容の一例である。
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1 Comfortable human-robot interaction: it's all about emotions!
2 Earthquake in Japan
3 Metaphor and the Power of Storytelling: A Cognitive Linguistic Approach
4 From Playstation to Hospitals: Hidden mathematics in our daily life
5 Let's listen to a malody from the universe!
6 Introduction to Islamic finance
7 Dive into diversity!!
8 Cultual Differences in Business
9 Enzyme Engineering - Improving on Nature

10 What's going in Elementary School English Classes?

　講義内容は多岐にわたるため、生徒は自分の興味があ
る分野に参加することができる。そのため、モチベー
ションを高くもって参加することができる。

（参加した生徒の声）
〔生徒のG30 for everyoneアンケートより抜粋〕

１.参加動機 英語（リスニング）力の向上 18人
英語に触れる良い機会 10人
大学でどのようなことが学べる
か知る

９人

面白そうだから ７人
（その内、先輩から勧められた） ２人
All Englishの講義 ６人
英語が好き ４人

２.講義に期待
すること

内容が面白い 14人
分かりやすい英語 12人

（その内、ジェスチャーを含むも
の）

１人

英語（リスニング、専門用語の
語彙）力の向上

11人

知見を広げる 11人
３.特に興味が

ある講義
What is Inside ａ Black Hole? 15人
Earthquakes in Japan 10人
Let'ｓ listen to ａ melody from 
the universe!

９人

What'ｓ Going on in Elementary 
English Classes?

７人

Discussion Session ７人
Comfortable human-robot 
interaction: it'ｓ about all 
economis

５人

DIVE into diversity ４人
"Right" or "Light"? Why do we 
Need to Study Phonetics?

４人

４.G30での経
験の活用に
ついて

英語力の向上 37人
（そのうち、リスニング能力） 13人
（そのうち、ディスカッション、
スピーキング能力）

９人

（そのうち[外国人とのコミュニ
ケーション能力）

９人

（そのうち、表現力、語彙力） ４人
（そのうち、リーディング能力） １人
将来 ３人
仕事 ３人
旅行 ２人
進路選択 ２人
知見を広げる ２人
大学入試のモチベーションになる １人
総人の授業 １人

　以下はG30 for everyone G30 for Everyone Fall 2019
（2019年　秋学期）Studium Generaleの募集案内である。
（名古屋大学HPより抜粋）

An 800-year-old European tradition of the “Open 
University” Now at Nagoya University!
NEW FROM THIS SEMESTER!! Every Friday（5th 
period）16:30-18:00
注目！今季から毎週金曜日５時限 午後16:30-18：00
Studium Generale is ａ series of introductory level 
lectures in English by Nagoya University faculty 
members and external speakers. Topics cover any 
research field, arts, and business.
The main purpose of Studium Generale is to expose 
students to topics（both academic and non-academic） 
that are outside of their major of study in an 
accessible way, as well as to offer practice in 
listening to lectures in English.
Studium Generale is an Open Course.
Everybody in Nagoya University and Gifu University 
is welcome to attend any lecture!
Anybody who attends ７ or more lectures may 
request ａ Certificate of Completion.
If interested in Certificate, register by November 
21st.

 （文責　三小田博昭）
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